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セ
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検
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セ
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Y
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u
T

u
b

e
チ

ャ
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ネ
ル

で
動

画
公

開
中
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つ
た

え
る

「
」を

開
催

し
ま

し
た

実
験

！
体

験
！

か
ん

き
ょ

う
ラ

ボ

参
加

費

無
料

日
時

令
和

6
年

 2
月

2
日
（

金
）
 1

4：
0

0
～

1
6：

3
0

場
所

愛
知

芸
術

文
化

セ
ン

タ
ー

  
1

2
階

ア
ー

ト
ス

ペ
ー

ス
A

 （
名

古
屋

市
東

区
東

桜
一

丁
目

1
3

番
2

号
）

定
員

1
0

0
名（

先
着

順
）

申
込

方
法

右
記

の
二

次
元

コ
ー

ド
、

電
話

、
メ

ー
ル

、
F

A
X

の
い

ず
れ

か
で

「
氏

名
」「

住
所

（
区

ま
で

）
」「

電
話

番
号

ま
た

は
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

」「
所

属
（

企
業

・
団

体
等

）
※

任
意

」

を
明

記
の

上
、

当
セ

ン
タ

ー
ま

で
お

申
込

み
下

さ
い

。

令
和

6
年

1
月

1
1

日
（

木
）
か

ら
受

付
を

開
始

し
ま

す
。

お
知

ら
せ

令
和

5
年

度
調

査
研

究
発

表
会

調
査

研
究

発
表

会
を

開
催

し
ま

す
当

セ
ン

タ
ー

研
究

員
が

市
内

の
環

境
に

関
す

る
調

査
研

究
の

成
果

を
発

表
し

ま
す

。

発
表

内
容

●
 水

中
の

D
N

A
か

ら
、
そ

こ
に

す
む

生
き

も
の

が
わ

か
る

!?

　
 　

～
環

境
D

N
A

を
用

い
た

市
内

た
め

池
に

す
む

魚
類

調
査

結
果

～

●
 名

古
屋

の
地

下
水

は
何

歳
？

　
～

六
フ

ッ
化

硫
黄

を
利

用
し

た
年

代
測

定
～

●
 名

古
屋

の
空

気
を

知
ろ

う
！

　
～

揮
発

性
有

機
化

合
物（

V
O

C
）に

つ
い

て
～

●
 大

気
を

た
だ

よ
う

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
実

態
を

探
る

　
　

 ～
目

に
見

え
な

い
小

さ
な

タ
イ

ヤ
の

か
け

ら
を

探
し

出
す

～

昨
年

度
の

調
査

研
究

発
表

会

の
動

画
は

、
当

セ
ン

タ
ー

の

Y
o

u
T

u
b

e
チ

ャ
ン

ネ
ル

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。

　
令

和
5

年
1

1
月

1
1

日
、
1

8
日

に
開

催
し

、
身

近
な

環
境

を
テ

ー
マ

に
実

験
や

観
察

を
行

い
ま

し
た

。
参

加
者

の

皆
さ

ん
と

研
究

員
と

の
意

見
交

換
も

活
発

に
行

わ
れ

ま
し

た
。

当
日

の
様

子
の

一
部

は
、

当
セ

ン
タ

ー
の

Y
o

u
T

u
b

e
チ

ャ
ン

ネ
ル

か
ら

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。

生
き

も
の

に
倣

う
！

バ
イ

オ
ミ

ミ
ク

リ
ー

の
世

界

な
ら

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

問
題

に
つ

い
て

学
ぼ

う
！

保
冷

剤
を

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

ル
！

芳
香

剤
を
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ろ

う
！
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し
ら

べ
る

市市
内内

のの
地地

下下
水水

のの
滞滞

留留
時時

間間
をを

推推
定定

しし
まま

しし
たた

図
１

　
つ

る
の

め
ぐ

み

　
降

っ
た

雨
の

一
部

は
地

面
に

浸
み

こ
ん

で
地

下
水

と
な

り
ま

す
。

地
下

水

は
そ

の
後

、
井

戸
水

と
し

て
利

用
す

る
た

め
に

汲
み

上
げ

ら
れ

た
り

、
湧

き
水

と
し

て
流

れ
出

た
り

し
ま

す
。

湧
き

水
と

い
う

と
、

人
里

離
れ

た
山

奥
の

イ
メ

ー

ジ
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
実

は
鶴

舞
中

央
図

書
館

（
昭

和
区

）
地

下
１

階
の

中
庭

で
も

湧
い

て
い

て
、「

つ
る

の
め

ぐ
み

」
と

名
付

け
ら

れ
て

親
し

ま

れ
て

い
ま

す
（

図
１

）
。

名
古

屋
市

内
で

は
他

に
も

、
東

部
の

丘
陵

地
を

中
心

に
1

0
0

以
上

の
湧

き
水

が
確

認
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
一

部
で

は
以

前
よ

り
も

水
量

が
減

っ
て

い
ま

す
。こ

れ
は

、
田

畑
や

山
林

だ
っ

た
地

域
が

宅
地

化
さ

れ
、

雨
が

地
面

に
浸

み
こ

み
に

く
く

な
り

、
湧

き
水

の
も

と
と

な
る

地
下

水
の

供
給

が
減

っ
た

結
果

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

　
雨

が
じ

ゅ
う

ぶ
ん

に
地

面
に

浸
み

こ
め

ば
、

地
下

水
の

水
量

を
維

持
で

き
る

だ
け

で
な

く
、

水
害

の
リ

ス
ク

を
軽

減
で

き
る

と
い

う
利

点
も

あ
り

ま
す

。
名

古
屋

市
で

は
こ

の
は

た
ら

き
を

重
視

し
、

雨
を

で
き

る
だ

け
地

面
に

浸
透

さ
せ

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

雨
が

地
面

に
浸

み
こ

ん
で

か
ら

湧
き

出
る

（
汲

み
上

げ
ら

れ
る

）
ま

で
の

期
間

の
こ

と
を

「
滞

留
時

間
」

と
い

い
、

地
下

水
を

保
全

す
る

た
め

に
は

、
地

下
水

の
滞

留
時

間
を

知
る

こ
と

が
重

要
と

な
り

ま
す

。

図
２

　
六

フ
ッ

化
硫

黄
を

ト
レ

ー
サ

ー
と

し
て

　
　

  
地

下
水

の
滞

留
時

間
を

推
定

す
る

方
法

湧
き

水

名
古

屋
市

内
の

地
下

水

　
地

下
水

の
滞

留
時

間
を

調
べ

る
方

法
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
ト

レ
ー

サ
ー

(※
1

)を
用

い
る

方
法

が
あ

り
ま

す
。

こ
れ

は
例

え
る

な
ら

、「
目

印
」

を
使

っ
て

水
を

追
跡

す
る

方
法

で
す

。
と

言
っ

て
も

、
水

に
イ

ン
ク

な
ど

で
印

を
つ

け
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

水
に

も
と

も
と

含
ま

れ
て

い
る

物
質

を
ト

レ
ー

サ
ー

と
し

て

使
い

ま
す

。

　
ト

レ
ー

サ
ー

と
し

て
使

わ
れ

る
物

質
の

ひ
と

つ
が

、
六

フ
ッ

化

硫
黄

(※
2

)と
い

う
気

体
で

す
。

六
フ

ッ
化

硫
黄

は
大

気
中

に

わ
ず

か
に

含
ま

れ
て

い
て

、
そ

の
濃

度
は

人
為

的
な

排
出

に

よ
っ

て
近

年
、

単
調

に
増

加
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

六
フ

ッ
化

硫

黄
は

水
と

接
す

る
と

一
定

の
比

率
で

溶
け

込
む

の
で

、
過

去
に

降
っ

た
雨

に
は

低
い

濃
度

で
、

最
近

降
っ

た
雨

に
は

高
い

濃
度

で
含

ま
れ

て
い

ま
す

。

　
地

下
水

が
地

下
を

流
れ

て
い

る
間

は
空

気
と

ほ
と

ん
ど

接
し

な
い

の
で

、
地

下
水

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

は
、

地
面

に
浸

み
こ

ん
だ

と
き

の
濃

度
を

ほ
ぼ

保
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

し
た

が
っ

て
、

湧
き

水
や

井
戸

水
に

含
ま

れ
る

六
フ

ッ
化

硫
黄

の
濃

度
を

測
定

す
れ

ば
、

源
と

な
る

雨
が

降
っ

た
年

代
を

知
る

こ
と

が
で

き
ま

す
(
図

2
)。

　
そ

こ
で

、
こ

の
方

法
で

市
内

の
地

下
水

の
滞

留
時

間
を

推
定

し
ま

し
た

。地
下

水
の

滞
留

時
間

を
調

べ
る

方
法

※
1

　
ト

レ
ー

サ
ー

：
tr

a
c
e

r。「
追

跡
す

る（
tr

a
c
e

）も
の

」の
意

で
、
流

れ
を

知
る

た
め

の「
目

印
」と

な
る

物
質

。

※
2

　
六

フ
ッ

化
硫

黄
：

分
子

式
S

F ６
で

表
さ

れ
る

無
色

・
無

臭
の

気
体

で
、
天

然
に

も
わ

ず
か

な
が

ら
存

在
す

る
が

、
主

な
起

源
は

人
為

的
な

合
成

。
絶

縁
性

に
優

れ
、
遮

断
器

や

開
閉

器
（

ス
イ

ッ
チ

の
大

が
か

り
な

も
の

）な
ど

に
使

用
さ

れ
る

。
人

体
に

は
無

害
な

の
で

廃
棄

の
際

に
そ

の
ま

ま
大

気
に

放
出

さ
れ

る
こ

と
が

多
か

っ
た

が
、
温

室
効

果
ガ

ス
の

一
種

で
も

あ
る

た
め

近
年

は
回

収
す

る
こ

と
が

奨
励

さ
れ

て
い

る
。

　
現

在
の

大
気

中
に

は
六

フ
ッ

化
硫

黄
が

多
い

の
で

雨
の

中
の

六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度
も

高
い
（

）
が

、
湧

き
水

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃

度
は

そ
れ

よ
り

も
低

い
（

）
。
こ

れ
は

、
大

気
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄

が
少

な
か

っ
た（

＝
雨

の
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度
も

低
か

っ
た

）
年

代
に

降
っ

た
雨

が
湧

き
出

し
て

い
る

か
ら

で
あ

る
。

そ
の

年
代

が
分

か
れ

ば
滞

留
時

間
を

推
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

六
フ

ッ
化

硫
黄

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 く

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

き
ゅ

う
り

ょ
う

ち

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

低
高

過
去

の
雨

最
近

の
雨

湧
き

水

浅
井

戸

地
図

出
典

　
h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
ra

ft
m

a
p

.b
o

x
-i
.n

e
t/

才
井

戸
流

山
島

公
園

七
尾

神
社

つ
る

の
め

ぐ
み

図
３

　
地

下
水

採
取

地
点

　
過

去
数

十
年

に
わ

た
る

大
気

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

は
、

世
界

各
地

の
研

究
機

関
に

よ
っ

て
観

測
さ

れ
、「

世
界

平
均

」
と

し
て

示
さ

れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
こ

の
値

は
、

人
為

的
な

排
出

源
の

影
響

を
避

け
る

た
め

、
で

き
る

だ
け

都
市

か
ら

離
れ

た
地

点
(
離

島
な

ど
)

で
観

測
さ

れ
た

値
か

ら
算

出
さ

れ
た

も
の

で
す

。

　
し

か
し

、
名

古
屋

市
の

よ
う

な
都

市
部

で
は

人
為

的
な

六
フ

ッ
化

硫
黄

の
排

出
が

多
く

、
大

気
中

の
濃

度
は

世
界

平
均

よ
り

も
高

い

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

名
古

屋
市

内
の

地
下

水
の

滞
留

時
間

を
推

定
す

る
に

は
、

ま
ず

は
名

古
屋

市
内

の
大

気
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度

が
世

界
平

均
に

対
し

て
ど

の
程

度
高

い
の

か
、

知
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

　
2

0
2

0
年

6
月

か
ら

2
0

2
3

年
4

月
ま

で
、

市
内

7
か

所
の

大
気

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

を
測

定
し

ま
し

た
。

そ
の

結
果

、
全

地
点

で

世
界

平
均

よ
り

も
高

く
、

市
内

平
均

は
約

1
4

p
p

t(
※

3
)で

し
た

。
こ

れ
は

世
界

平
均

の
約

1
.3

倍
の

濃
度

で
あ

り
、

2
0

2
0

年
6

月
以

前
の

名
古

屋
市

内
の

大
気

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

も
同

様
に

世
界

平
均

の
約

1
.3

倍
だ

っ
た

と
仮

定
し

ま
す

。

名
古

屋
市

内
の

大
気

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

　
名

古
屋

市
内

の
地

下
水

に
つ

い
て

、
図

３
に

示
す

地
点

で

採
水

し
、

そ
の

滞
留

時
間

を
推

定
し

ま
し

た
。

　
例

え
ば

山
島

公
園

で
2

0
2

1
年

に
採

水
し

た
湧

き
水

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

を
測

定
す

る
と

、
大

気
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度
が

9
.2

p
p

t
だ

っ
た

年
代

に
降

っ
た

雨
が

湧
き

出
し

て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

名
古

屋
市

の
大

気
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度
が

9
.2

p
p

t
だ

っ
た

の
は

2
0

1
0

年
な

の
で

、
滞

留
時

間
は

１
１

年
と

推
定

さ
れ

ま
す

（
図

４
）
。

　
そ

の
他

の
地

点
で

も
地

下
水

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

を
測

定
し

、
同

様
の

方
法

で
滞

留
時

間
を

推
定

し
た

結
果

、
表

の
よ

う
に

い

ず
れ

の
地

点
で

も
１

０
年

程
度

か
そ

れ
よ

り
短

い
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
比

較
的

浅
い

地
層

を
流

れ
る

地
下

水
の

滞
留

時
間

は
１

０
年

程
度

ま
で

の
こ

と
が

多
い

と
さ

れ
て

お
り

、
妥

当
な

結
果

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

　
湧

き
水

や
井

戸
水

な
ど

が
豊

富
に

存
在

す
る

と
い

う
こ

と
は

、
雨

水
が

じ
ゅ

う
ぶ

ん
に

地
面

に
浸

み
こ

ん
だ

結
果

で
あ

り
、

そ
の

こ
と

に

よ
っ

て
私

た
ち

の
街

が
水

害
か

ら
守

ら
れ

て
い

る
と

も
言

え
ま

す
。

縁
の

下
の

力
持

ち
と

も
言

え
る

地
下

水
を

保
全

す
る

た
め

に
、

ま
ず

は

降
っ

た
雨

の
ゆ

く
え

を
意

識
す

る
こ

と
か

ら
始

め
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

執
筆

者
　

環
境

科
学

室
　

　
森

　
健

次

名
古

屋
市

内
の

地
下

水
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度
と

滞
留

時
間

※
3

　
p

p
t
：

p
a

rt
s
 p

e
r 

tr
il
li
o

n
の

略
で「

１
兆

分
の

１
」の

割
合

を
表

す
単

位
。
　

1
 p

p
t 

=
 0

.0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

 %

　
２

０
２

１
年

に
山

島
公

園
で

採
水

し
た

地
下

水
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度

を
測

定
し

、
大

気
中

の
濃

度
に

換
算

し
た

と
こ

ろ
、
9

.2
p

p
tで

あ
っ

た
。

青

矢
印

の
よ

う
に

た
ど

る
と

、
名

古
屋

市
内

の
大

気
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度（
グ

ラ
フ

赤
点

線
）が

9
.2

p
p

tだ
っ

た
の

は
、２

０
１

０
年

だ
と

分
か

る
。

　
し

た
が

っ
て

こ
の

水
は

、
地

面
に

浸
み

こ
ん

で
か

ら
１

１
年

経
っ

て
湧

き

出
し

て
お

り
、
滞

留
時

間
が

１
１

年
で

あ
る

と
推

定
で

き
る

。

　
な

お
、
名

古
屋

市
内

の
大

気
中

の
六

フ
ッ

化
硫

黄
濃

度
を

実
測

し
た

の

は
２

０
２

０
年

以
降（

グ
ラ

フ
赤

実
線

）で
あ

る
が

、
そ

れ
以

前
に

お
い

て
も

世

界
平

均
（

グ
ラ

フ
黒

実
線

）の
1

.3
倍

の
濃

度
で

あ
っ

た（
グ

ラ
フ

赤
点

線
）

と
仮

定
し

て
い

る
。

表
　

推
定

し
た

地
下

水
の

滞
留

時
間

1
1

年

4
 ～

 8
年

2
 ～

 8
年

1
0

年

山
島

公
園（

守
山

区
）

才
井

戸
流（

守
山

区
）

つ
る

の
め

ぐ
み（

昭
和

区
）

七
尾

神
社（

東
区

）

湧
き

水

浅
井

戸図
４

　
地

下
水

中
の

六
フ

ッ
化

硫
黄

濃
度

か
ら

　
　

 
滞

留
時

間
を

推
定

す
る

方
法

1
6

1
4

1
2

1
0 8 6 4 2 0 1

9
4

0
1

9
6

0
1

9
8

0
2

0
0

0
2

0
2

0

p
p

t

年

99
..22

22
00

11
00

名
古

屋
市

世
界

平
均

－ 76 －


